　　29年11月24日

調　査・研　修　報　告　書（会派個人用）
会派名：　きずな　　　　　　　　　　　　　　　　報告者：林　　高正　　　　 eq \o\ac(○,印)
	実施場所：第22回　清渓セミナー（東京都内）
	実施日：平成29年11月16日～17日

	■目的・課題・問題事項（調査・研修に先立っての思いや本市の現状　など）
　清渓セミナーは、全国各地の県市町村議会議員有志により企画・運営されている実践的セミナーです。今回は、「地域包括ケアシステムを内包したコンパクトなまちづくり～岡山県高梁市川上町の取り組み～」、「買い物困難者対策と地域活性化への道筋」、「高齢者ドライバーの運転免許返納を提案する」、「世界経済の潮流～日本経済の行方～」などのテーマで講演がありましたが、岡山県高梁市川上町の取り組みは、診療所長の菅原先生の人柄に依るところが大きいと感じました。やはり、「人」です。

	■参考とすべき事項
　岡山県高梁市川上町で実践されている「地域包括ケアシステム」は、最後まで生まれ育ったまちで暮らしたいという希望を叶えるために、医療・介護・住まいの複合施設を拠点とした、「医療版コンパクトタウン」によるまちづくりを提案されています。菅原先生は、時代に即した医療の提供ということをお話しされましたが、「その通り」と頷きました。
　「ドアホのミクス」で一気にブレークされた、浜矩子さんの講演は、想像していたものとは違い真面目な経済のお話でした。アメリカと中国の2強時代に対して日本の存在感をどうやって示すかという観点から言うと、下手をすると、日本は蚊帳の外に置き去りになるのではというものでした。ロシアも中国も日本を相手としてみていないのではという厳しい指摘もありました。

	■提言・その他（本市の施策等にどのように活用すべきか など）
今回も、福岡政行さんの講演を聞かせていただきましたが、「働け」という檄が何度も飛びました。議員も行政マンも、知恵を出して働けと！頑張っている議員から応援要請があれば、あご足代だけで日本全国、どこでも出向くとおっしゃいました。現在、福岡先生は県立広島大学の非常勤講師をされているので、来年あたり、応援要請をしようかと考えています。


※ 調査・研修終了後、一週間以内に会派事務局へ提出してください。
